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干潟の保全再生の取 り組みが全国で始まっている.そ の際,環 境目標の設定が重要であるが過去の再現

は困難なことが多い.福 岡都市圏の今津干潟は古代から栄え,貝 塚を始め多 くの歴史的資料が蓄積されて

いる.本 研究ではこれらの資料を分析し,古 代から昭和50年 代 までは干潟と人の係わりが密接であったこ

と,地 域では干潟環境の悪化は砂質干潟の泥質化が原因だとされていたが,出 土貝類の状況から泥干潟が

古代から存在していたことなどを明らかにした.本 研究のアプローチは各地の干潟再生に貴重な情報を提

供すると考えられる.
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1.は じめに

平成15年 に施行 された自然再生推進法を背景に,全

国で干潟の保全再生の取 り組みが始まっている.自 然を

再生 しようとする場合,そ の目標設定が重要 となるが,

目標設定にあたっては,自 然環境の 「構造」 「機能」に

着目する考え方1),生 物 多様 性の保全 を軸 とした考え方
2)
,す み場の再生 を重要視する考え方3),以 上 の観点に

図-1今 津干潟の位置

加え合意形成や実現可能性を加味した総合的な目標設定

の考え方4)などがあげられる.実 際に現地で自然再生事

業が行うには、これらの考え方を組み合わせ総合的に検

討するのが一般的である.ど のような目標設定の方法を

とるにせよ,過 去から現在に至る環境の経緯を把握し,

現在の環境と比較し現在の環境を評価することは基本的

に重要である.し かしながら,過 去の物理的環境あるい

は生物相およびそれらと人のかかわりを遡ることは情報

が不足し困難な場合が多い.干 潟についても,過去の環

境を再現し,干潟と人の係わりを江戸から現在まで分析

した事例として三番瀬干潟があるが5)縄文期から昭和期

にかけて通史として人との係わりの深い干潟の生物と地

形の変遷から干潟質変化について解析した事例はほとん

ど無い.本 研究では,今 津干潟を対象に縄文期から昭和

期にかけての,干 潟の環境変化および干潟と人の係わり

の変化の過程を資料に基づき明らかにする.

今津干潟は九州北部の博多湾西部に位置する瑞梅寺川

河口の約80haの干潟であり(図-1),魏 志倭人伝にも出

てくる古代から伊都国として栄えたため古 くからの資料
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図-2縄文時代の推定海岸線と貝塚の位置

が存在する干潟である.さ らに、この干潟は日本海に面

する数少ない干潟であり有明海と大陸とを結ぶ渡り鳥の

中継地として重要な地理的位置にある.し かし近年クロ

ツラヘラサギを始め多くの野鳥の飛来が見られるが,干

潟周辺は九州大学の移転など大規模な開発計画が進み,

環境の悪化が懸念されている.

2.干 潟の変化 と干潟 と人の係わり

(1)縄文時代の海岸線と干潟と人々の生活の係わり

a)縄 文時代の海岸線

縄文時代の海岸線については資料 「桑原遺跡群2」 に

今津干潟周辺の貝塚を基に縄文時代後期の旧汀線が推計

されており次のように記している.「 下山ほか(1986)

は多数のボーリング資料を用いて,低 地地下の海成層の

分布を調べた.そ の結果海成層の存在は標高2.5m以 下

の部分に限られること,低 地中央部の泊付近で海成層が

分断されており基盤が迫り出していることが明らかにな

った.つ まり低地中央部付近には志摩郡と伊都郡を分離

する海峡(糸 島水道)は なく,こ の場所はむしろ両郡を

結ぶ尾根であることが判明した.海 成層の最大分布限界

は,縄 文海進ピーク時期の旧汀線と考えられる.… マガ

キ貝殻の放射性炭素年代によれば,糸 島地域の縄文海進

ピーク時期は約3500年 前である.」6)7)8)9)10)とし図-2に

示す実線の海岸線を推定している.

b)貝 塚を基にした干潟と人の係わり

資料 「九州考古学の諸問題」によると,図-2に 示す

ように,こ の一帯には時代順に,桑 原飛櫛貝塚(縄 文時

代後期前半)元 岡瓜尾貝塚(縄 文時代後期),長 浜貝塚

(弥生時代初頭),今 津貝塚(弥 生時代前期後半)の4

貝塚が約1.5kmお きにあり,こ のうち桑原飛櫛,元 岡瓜

尾,長 浜の3貝 塚のブロックサンプルした貝殻組成を比

較した結果,優 占する貝の種類に違いがあることを指摘

表-1貝塚別貝類組成比較表

している(表-1).二 枚貝の主要捕獲対象は桑原飛櫛貝

塚では,ハ イガイ,ア サ リ,マ ガキ,オ キシジミの4種

(計91.1%),元 岡瓜尾貝塚では,マ ガキとハ イガイの

2種(計52%),長 浜貝塚ではマガキ(58.5%)の1種

で ある.一 方巻貝の主要捕獲対象は桑原飛櫛貝塚 と元岡

瓜尾 貝 塚 で は ウ ミニ ナ1種 そ れ ぞ れ(8.67%)

(42.0%),長 浜貝塚では,ヘ ナタリとウミニナの2種

(計29.4%)が 優 占している6)11).初 期 は多種類の貝を

捕獲 していたが後期はカキを集中的に捕獲 してお り交易

的価値が高いものを選択的に捕獲 したことを伺わせる.

この結果を基に資料 「桑原遺跡群2」 では今津干潟の

底質が砂泥質,泥 質があること,貝 塚の貝がほとんど干

潟で捕獲 されたことを次のように記 している 「これらの

種群の組み合わせは桑原飛櫛貝塚 と元岡瓜尾貝塚は潮間

帯中部付近の砂泥干潟,長 浜貝塚は潮間帯上部付近の泥

質干潟のカキ礁 を示唆する」 「二枚貝の優占種はすべて

内湾潮間帯中部の干潟に生息する貝類種群である.巻 き

貝のうちウミニナ,ヘ ナタリは内湾潮間帯中部の干潟に

生息する内湾干潟種群である」.

この他桑原飛櫛貝塚では,魚 類 としてサメ類,マ ダイ,

ク ロダイ,ヘ ダイ,サ バ,ヒ ガンフグ,フ グ類スズキ目

の動物遺体を含んでお り,干 潟から外湾にかけての積極

的な漁労活動があったことを推定 している6)11).

資料 「九州考古学の諸問題」では,九 州の貝塚の時期

を時系列にまとめ縄文晩期後半から弥生時代前半にかけ

て,貝 塚の規模が小 さくなってお り,こ の時期を貝類捕

獲の比重が低 くなる貝塚形成の衰退期 としている11).

以上 より,縄 文 ・弥生時代は今津干潟は今より広 く,

干 潟が魚介類を得る重要な場であり,大 部分砂泥質の干

潟であったが長浜貝塚近 くは泥質であ りカキ礁が存在 し
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たこと,貝 塚が時代とともに河口部へ移動しており一番

新しい今津貝塚は江戸時代の今津浦まで港として栄えた

地域であり港の機能も発達していったことが伺える.

(2)中世の海岸線と干潟と人々の係わり

a)中世の海岸線

中世の海岸線は,柳 田(1988)に より元冠防塁(1276

築造),考 古学的知見をもとに図-3の 中世の推定海岸

線と元冠防塁が示されており,次のように記している.

「当時の宋船が出入りした港の位置は河口の内湾部で

あり,元 冠防塁が築かれた海に面 した砂丘が後浜であ

る」12).当時は今津干潟側に港があり,港 町が形成され

た中心部を前浜と呼んでいた.博 多湾側が後浜である.

b)国 際貿易港の発展

中世は今津が国際貿易港として発展 した時代であり資

料 「港湾都市-今 津」 によると次のことが記されている.

「今津が国際貿易港 としての役割を担 うようになるのに

は,当 時の時代的歴史的背景があった,平 安時代の中期

頃有力荘園領主層は独自に私貿易を行 うようになった.

怡 土庄(こ の地域の旧称)に 属 していた今津は仁和寺領

の荘園となってお り,貿 易船はこの頃入港をはじめた と

考えられている.そ して仁平元年(1151)当 時最大の都

市であった博多で,街 に住む宗人の家が太宰府の官人達

に襲われる事件が起こり,博 多の街に世情不安が広がっ

た.そ こで博多津からやや離れた今津に目が向けられ,

貿易活動の中心が移っていった様である.鎌 倉時代には,

さ らに多 くの貿易船を迎え入れ,人 の往来も多 く大変賑

わい都市的景観を呈 していたと考えられている」13).

また 「日本中世の百姓 と職能民」 によると 「13世 紀

前半,「 百姓」が荘園公領制のもとでの一般の平民を示

す語であったことを示すとともに,「 耕農」が漁労 ・海

業等 と同様,百 姓の生業の一つであった」 としている14).

当時の船は,中 国山東省で元末明初時代の蓬莱船が発

見されており,長 さ27.0m幅7.0m深 さ2.54mで あ ること

から港の水深は3mは あ ったと推定 される.

(http://page.freett.com/dentmari/yamagata/monikou/monikou.htm)
以上 より,中 世は今津干潟は広 く,博 多湾には他にも

図-3中 世の推定海岸線と元冠防塁

大きな干潟があった.港 があり平安時代の終わり頃から

鎌倉時代にかけて貿易の拠点としての役割を果たし,漁

労活動も営まれていたことが伺える.

(3)江戸時代の海岸線と干潟と人々の生活の係わり

ａ)江戸時代の海岸線

江戸時代の海岸線を図-4に 示す.元 禄八年筑前分間
一郡切之絵図志摩郡をみると,「 水崎村,寛 文5年 開発,

天和2年 起立,今 出村,元 禄4年 起立」とある.干 拓に

よる新田開発が進み新しい村が出現するなど干潟が縮小

していった.ま た,今 津浦には,「 大船百二三十艘ホド

カカル」とあり大きな浅海域があった軌

「糸島郡誌」によると 「徳永塩浜,慶 長年間塩田

跡」とあり水田のほか塩田も存在していた16).

b)今 津 ・濱崎浦の港

資料 「玄界灘の江戸時代」には江戸時代の浦について

「前田家文書」をもとに次のように述べている.「 浦 と

は漁業や海運業など,海 を生業の場 としている村であ

る.筑 前沿岸や島には約40の 浦 があった.一 つの浦は

浦庄屋が管轄 し,漁 業税や船の運上税を上納 したが,一

番重要なのは福岡藩の軍船等を動かす水夫 を,決 められ

た人数 を基準に藩に差 し出すことであった」17)18).

また,今 津 ・濱崎浦は筑前五ヶ浦廻船の一つでありそ

の状況 を 「水崎文書」 をもとに次のように述べている,

「筑前五ヶ浦廻船 とは,博 多湾内の西にある能古,今

津,濱 崎,宮 浦,唐 泊の五つの浦で廻船業を営んでいた

人々とその船を称 したものである.各 浦には廻船の持 ち

主(船 持)が 数家あり,ま た船頭や水夫 も多 くはその浦

に居住 し,ま さに一つの浦 ぐるみでの,廻 船業への参加

と文化があった.そ の起こ りは,福岡藩が年貢米の大阪

輸送のために保護を与えたことにあるといわれ,藩 の軍

事的な非常時には荷船 として徴用 された.廻 船業 として

の最盛期は,18世 紀 前半で約60艘 の船があった とさ

れ,し かも米の大量輸送に適する1500～2000石 積 の大

図-4元 禄八年筑前分間一郡切之絵図 志摩郡(1695)
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型弁才船 も多かった.し かし海難 による打撃や,北 前船

など他国廻船の台頭による競争の中で19世 紀 の前半ま

でには,今 津,濱 崎が廻船業から手を引き,幕 末には,

残 る3カ 所で5～6艘 活躍 していたとされる」17)19).

資 料 「玄界灘の江戸時代」によると当時の千石船は長

さ30m深 さは2.5mで あ り今津浦の水深は3mは あった

と推定される17).

c)江戸時代の漁業

「福岡市漁村史」によると,「 主な漁業は,イ ワシ地

引き網で近世期(藩 政時代)は 今津湾(干 潟)奥 の潟や

呑山(今 津干潟奥の地名)あ たりも砂浜で,地 引き網の

好漁場であった.し かし,今 津湾(干 潟)の 湾奥部は,

近世初期より農地造成のための干拓が続けられており,

明治になると湾奥の地引き網漁場は消滅し,(博 多湾

の)今 宿の浜や長浜が主漁場になった」.「 また,古 く

からの藻手繰網は底網とも呼ばれ,湾(干 潟)奥 部の璞

堤防完成以前の魚家は,大 半が,こ の網でウナギやエビ

を捕り生計を立てていた」と記されている20).

地引き網が盛んになった理由については 「福岡市漁村

史」に次のように記している,「 近世中期以降に…網糸

の材料に麻糸が使われはじめたことにより漁獲量が増加

したことと,魚 肥の利用が広がり漁獲物を商品化したた

めである」また,「 糸島郡誌」には 「享和元年徳永村庄

屋惣右衛門の記録に 『貞享(1684～1688)年中迄は村(徳

永村枝郷北原を指す)の三方は未入海の潟(今 津干潟)

にて海藻等取居候由申伝候』」16)とある.

以上より,江戸時代の今津干潟は干拓が進み農村が増

えていった,河 口部に漁業や海運業などを行う今津浦が

あり水深3mの 大きな浅海域があった,干 潟奥の砂浜で

はイワシ地引き網,干 潟でウナギ ・エビ・海藻をとって

おり干潟は砂泥質で藻場もあったと推定される.

(4)明治・大正期の海岸線と干潟と人々の生活の係わり

a)明治 ・大正期の海岸線

図-5明 治33年 国土地理院地図

明治 ・大正期の海岸線を図-5に 示す.干 潟北側の江

戸後期の干拓の璞堤防が完成し今津干潟はほぼ現在と同

じ地形となった.

b)明 治 ・大正期の漁業

明治 ・大正期の漁業は 「福岡市漁村史」に次のように

記 されている.「 当時の漁業は,(博 多 湾の長浜沖 ・今

宿浜沖で)イ ワシ地引 き網のほかタックリ地引 き網及び,

集 団操業によるボラ巻瀬網,(玄 界灘で)延縄,(筑 前海

全域特 に博多湾口で)カ ナギ房丈網,(今 津 干潟の藻場

で)エ ビ対象の藻手繰網が行われていた」.「 当浦周辺

の干潟は,釣 り餌 としての,エ ビ,タ コ,シ ャコ,オ ホ

コ(餌虫),キ ゾウ(餌虫)の繁殖 に適 してお り西浦か らも

契約によってシャコを捕 りに来ていた.ボ ラ巻瀬網は,

明治初期 より集団操業で行われ,ボ ラやスズキの大群 を

遠巻 きにして一網打尽に漁獲する漁法で,冬 の魚閑期に

漁業 として栄えた.冬 場の漁業 としてのイワシ揚繰網は,

明治30年(1897)頃 か ら若者たちによる規律正 しい共

同操業が行われ,イ ワシ地引き網に替わって当浦の主幹

産業 となった.明 治43年(1910)に は,(干 潟北側

の)璞 堤防に沿った堀切の川の中で5～6人 が女竹 によ

るノリ養殖を始めた.明 治30年(1897)に 今 津浦 と浜

崎浦は合併 して浜崎今津浦 となった」20).

以上 より,明 治 ・大正期の今津干潟は干潟奥の地引き

網漁場は干拓により消滅 し,漁 船による集団操業がは じ

まり,主 漁場は干潟から博多湾へ移っていった.干 潟で

はエビ対象の藻手繰網が行われ,釣 り餌のシャコ,餌 虫

を捕ってお り干潟は砂泥質及び泥質と推定 される.

(5)昭和初期・中期の海岸線と干潟と人々の生活の係わり

a)昭和初期・中期の海岸線

昭和初期 ・中期の海岸線を図-6に示す.地 図によると

橋梁設置時に両岸から護岸が伸び河口域が狭められた.

「今津小学校創立記念誌」に次のように記 している,

「今津の橋梁については,昭 和11年 県が今宿の今山か

図-6昭 和11年 国土地理院地図
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ら採取 した土砂運搬兼交通のため,濱 崎-横 浜間に仮橋

をかけたので渡 し船 も廃止 された」21).

また 「元岡村史」によると大雨 による干潟堆積の様子

を次のように述べている.「 昭和27年,28年 とうち続

いて2力 年降雨量500ミ リに及ぶ未曾有の洪水により,

元 岡村大字太郎丸字下の割,並 びに福岡市今津新開方面

は,田 植 え後10日 に及ぶ冠水によって挿秧後の苗は大

部分枯死 し関係農民は大被害を被 った.こ れの主たる原

因は,水 崎川の堆土が多 く,堤 防が古 く,屈 曲 して流水

が悪 く,前 原町志登,泊 方面の雨水が田面に氾濫するた

めであった」22).「福 岡県災異誌」によると,昭 和28年

6月25日～29日 の福岡地方の日降雨量は合計623mmで

あ り,今 津干潟周辺地区で山崩れが起 きている23).

b)昭 和初期 ・中期の漁業

「福岡市漁村史」に次のように記 されている.

昭和初期の漁業は,「 初期には,米 糠 を撒餌 としてボ

ラ餌付漁業が始められ,ま た昭和16年 か らイワシ揚繰

網を組合経営とした.ま た県の助成を受けて,テ ングサ,

エ ゴノリの採取を行っている.昭 和20年 に終戦を迎え,

戦後の豊富な資源を対象に,地 引き網が復活 し,五 智網

や夜間操業のエビ漕網を操業 して漁村に活気がよみがえ

った.五 智網は,小 ダイ ・キスを捕ることが目的で博多

湾を漁場 とする.」

昭和中期の漁業は 「昭和24年 浜崎今津漁業共同組合

が設立された.昭 和30年 代 に入 りノリ養殖業が,冬 期

の中心漁業となった.」 「昭和30年 代 に急増 したアカ

ガイの漁獲が漁協 の販売事業 を急進させノリ養殖業 と

(博多湾中央部が主漁場の)ア カガイ漁業が中心となっ

た」.「 昭和46年 にはクルマエビの種苗放流が,地 先

の干潟に囲網を設置 して中間育成を行い48年 には豊魚

となったが49年 には,璞 防波堤の埋立の影響によりク

ルマエビの大量発死に見舞われた」20).

「福 岡市環境局施設概要」によると,璞 堤防背後の環

境局今津埋立場で昭和48年6.4ha,昭 和49年1.1ha,昭

和50年 ～平成11年75.8haを 埋 立ている24).

「昭和48年 の博多湾区画漁業権連絡図」によると,

図-7博 多湾漁業権連絡図 平成15年

博多湾沿岸部にノリの区画漁業権が多数存在し今津干潟

の浅海域にノリ養殖の区画漁業権(29ha)が あった戦

以上より,昭和初期 ・中期は,今 津干潟は河口が橋梁

護岸により狭まり,記 録的な大雨により干潟が浅くなっ

た.漁 業は,干 潟にノリの区画漁業権があり,テ ングサ,

エゴノリを採取しており浅海域と藻場があった.干 潟で

はクルマエビの種苗放流がされており底質は砂泥質であ

ったと推定され,ま た埋立の影響を受けたことがあった.

(6)昭和後期の海岸線と干潟と人々の係わり

a)昭和後期の海岸線

昭和後期の海岸線(昭 和47年 の国土地理院地図)は

昭和11年 とほぼ変わらない地形である.

b)昭和後期の漁業

昭和後期の漁業は,「 福岡市漁村史」に次のように記

されている.「 浜崎今津の冬期の主幹漁業となったノリ

漁業は,50年 代に入って毎年豊凶を繰 り返した.特 に

53年 は旱魃のため,55年 は,暖 冬異変のためノリは全

般的に不作となった」.「 また50年 代を通じて福岡市

西区の地域は急速に都市化し生活排水の影響もあってノ

リ養殖業は年々低下し,平成2年 にはノリ養殖業をいっ

たん中止することとなった」.「 福岡県は,昭 和46年

に瑞梅寺ダム建設を計画し昭和48年(1973)に 着工し

ている.そ の後は河川流量の低下により湾奥部の漁場が

浅くなり古くから営まれていた藻手繰網などの漁業は,

影響を受けることとなった」鋤.「福岡県土木史年表」

によると昭和52年 に瑞梅寺ダムを完工している26).

博多湾の昭和50年 の水質の状況は,下 水道整備率が

博多湾流域で25.4%と 低く,富 栄養化が進行し赤潮の発

生は年8回 と頻発し赤潮が博多湾全域に広がった27).

以上より昭和後期は,今 津干潟はダムによる水量低

下により藻手繰網は影響を受けた.ま た干潟の浅海域で

ノリ養殖を行っていたが,地 域の生活排水などの影響を

受けノリの養殖も低下し平成2年 にノリ養殖を中止した.

(7)平成期の海岸線と干潟と人々の係わり

a)平成期の海岸地形

今津干潟の海岸線は昭和後期と変わっていないが,平

成17年4月福岡市今津漁協 ・今津公民館での地元ヒヤリ

ングによると 「干潟のシルト堆積により干拓農地の排水

が困難なことからの干潟の浚渫,老 朽化した干拓護岸の

改善,ノ リ養殖をしていた河口部の浅海域一帯が浅くな

りカキ礁でおおわれておりその排除」等の意見がある.

b)平 成期の干潟と人々の係わり

平成15年の博多湾漁業権連絡図を図-7に示す.博 多湾
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には共同漁業権,区 画漁業権が存在する.博 多湾の開発

は主に湾奥部であり,湾 口部の今津干潟周辺での海域埋

立はほとんどない28).

福岡市の 「福岡市新中期プラン」では,干 潟の保全を

図るため,和 白干潟は水質浄化対策の検討,今 津干潟は

多様な生物の生息 ・生育の場の保全方策の検討を進める

としている29).

また,福 岡市の平成15年 の今津干潟調査によると,

干潟の底質は大部分が柔らかい泥質である,砂 質は上流

部の河口中央中洲で見られるのみである.干 潟生物は上

流部はイトメ,ゴ カイ,ヤ マトシジミが分布し,大 部分

の泥質にはイトゴカイの仲間やヤマトオサガニが見られ

河口部はカキ礁が広く発達している,鳥 類は,干 潟域に

おいてクロツラヘラサギをはじめガン・カモ類やシギ ・

チドリ類など31科51種 の野鳥が観察されている30),

また,今 津公民館では,「 すみよい今津をつくる会」

が発足し,今 津干潟を生かしたまちづくりの自主的な取

り組みも進められている31).

3.ま とめ

今津干潟の歴史的変遷と人との係わりを,表-2に 示

す.縄 文時代は,干 潟の魚介類が生活の重要な部分を占

めていたが,中 世は港が国際貿易の拠点となった,江 戸

期になると干拓が進んだが,江 戸期までは港があり干潟

でイワシ地引き網が行われていた.エ ビ,ウ ナギ,海 藻

も採っていたがこれは昭和中期まで続いている.明 治 ・

大正期には港がなくなり博多湾が主漁場となり干潟では

藻手繰網でのエビ,釣 り餌としてシャコ,餌 虫が多く捕

られた.昭 和初期中期はノリ養殖やクルマエビの種苗放

流など管理型漁業が進められた.こ の様に干潟は港とし

表-2今 津干潟の歴史的変遷と人との係わり

ての機能と、魚介類を通じた地域の人々との食物として

の繋がりが3000年以上にわたって続いていた.

昭和後期に干潟域は浅くなり都市化の影響も受け泥質

化し,漁 業は干潟域では実施されなくなった.人 と干潟

との関係が切れたのは,ノ リ養殖が終わる平成に入って

からであり,今 津干潟の長い歴史からみれば短い時間で

ある.

人と干潟との関係が切れた直接的な原因は魚介類がい

なくなったことであり,そ の原因は,底 質の泥質化によ

るものでありその原因は,地 形変化,埋 立,ダ ム,都 市

化,生 活排水等が考えられる.

従って,再 生対策としては,減 少した水量の確保,生

活排水による汚濁負荷量の削減,カ キ礁の排除,泥 質化

した干潟の原因の特定と対策,氾 濫対策が考えられる.

ただし,古 代にも泥質干潟とカキ礁は存在しており、現

存する泥質やカキ礁を全て排除するのでなく、部分的に

残す必要性が明らかになった.

再生目標は砂泥質の干潟と浅海域と藻場を再生し,長

い歴史の中で干潟との係わりが大きかった豊かな魚介類

を再生することであり,そ の貝類を通しての干潟と人の

つながりを再生することである.

4お わりに

本研究では今津干潟を対象に縄文期から昭和期にかけ

ての,干 潟の環境変化および干潟と人の係わりの変化の

過程を資料に基づき研究した.こ れまで個々の時代につ

いての研究あるいは,江 戸期より現代までを取り扱った

三番瀬の研究はあるが 古代から現代まで通史として人

と干潟の係わりを研究した例はみられずこれが本研究の

特徴である.

その結果,今 津干潟は外海よりも漁業の場,あ るいは

港ととしてより重要であり人々に身近な存在であった.

このことは,中 世に干潟側が前浜と呼ばれ,博 多湾側が

後浜と呼ばれていたことに象徴されている.

類似研究として代表的な三番瀬と今津干潟の特徴の比

較を表-3に示す5).

三番瀬と比較して,今 津干潟の特徴は干潟の周辺に干

拓農地など自然が残っている点と,干 潟が変化したのは

表-3三 番瀬と今津干潟の特徴の比較
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近年のシルト堆積とカキ礁発達である.

干潟再生にあたっては,過 去から現在に至る環境の経

緯を把握し,現 在の環境 ・他の類似の環境と比較し現在

の環境を評価することは基本的に重要であり,本研究で

行った今津干潟における文献学的あるいは情報聴取とい

う研究手法も有力なツールとなることを明らかにした.
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HISTORICAL CHANGE OF ENVIRONMENT AND HUMAN IMPACT RELATIONSHIP 
IN THE IMAZU TIDAL FLAT, FUKUOKA

Masahiro BABASAKI, Takuma SOU, Yoichi KAWAGUCHI, Kichan PARK 
and Yukihiro SHIMATANI

In the recent years, restoration of tidal flat has been carried out in Japan. In those cases, we need an 
environmental goal of restoration project. However, it is difficult to remake past condition. The Imazu 
Tidal Flat in the sphere of the Fukuoka City has prospered from ancient times, and a lot of historical 
materials including the kitchen midden has been accumulated. In this research, we investigated the 
historical change of physical environment and human impact relationships in the Imazu tidal flat, and it 
was clarified that the tidal flat and person's relations were close from ancient times to 1975's. It was 
thought the cause of the deterioration of the tidal flat was that a sandy tidal flat had become mud, but the 
excavation shellfishes' situations gave proof that the muddy tidal flat had existed from from ancient 
times. Our results provided an important evidence for restoration of tidal flat of various places.
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